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年生 6 クラスである。

教材等
　ビジュアルテキストとして写真 8 枚を用いた。

これらは山下（2020）で用いているものをその

まま活用した（写真 1 ～ 8 参照）。ワークシート・

ふりかえりシートは，山下（2020）で用いてい

るものを中学生用に改訂した。ワークシート・ふ

りかえりシートはそれぞれ資料 1・2 として載せ

ておく。

　 　

　　　　　　
写真 1　　　　　　　　　　　  　写真 2　                                         写真 3

　 　

　　　　　　写真 4                                          　写真 5　                                        写真 6

　 　

　　　　　　写真 7                                             写真 8
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　資料 1　ワークシート

自分を 深く 考えよう 大作戦名前 3 年間の国語科 卒業制作

【入学した時の自分】

（写真貼付欄）

（写真やタイトルについての説明記入欄） （写真やタイトルについての説明記入欄） （写真やタイトルについての説明記入欄）

【卒業する自分】

（写真貼付欄）

【未来の ( 目指す ) 自分】

（写真貼付欄）

タイトル タイトル タイトル

（実際は A3 版。下半分の 9 マスは他の生徒からのコメント記入欄となっている。）
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　資料 2　ふりかえりシート

「自分を 深く 考えよう 大作戦」
　　　　　　　－国語科卒業制作－

ふりかえりシート

3 年（　）組（　）番　（　　　名前　　　）

　　①私は「大作戦」に参加する前は，

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　　　　　

　　　　　　　　　今は，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　②私は「大作戦」に参加する前は，

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　　　　　

　　　　　　　　　今は，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　③私は「大作戦」に参加する前は，

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　　　　　

　　　　　　　　　今は，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

１．今回の卒業制作を通して，自分の中で「変化」したものを 3 つ書いてください。

2．この授業に参加して，得られたものはありましたか？　　〔　あった　・　なかった　〕

　　　「あった」人に。それはどんなことですか？

　　　語ることができたのはなぜですか？

　　　語ることができなかったのはなぜですか？

3．選んだ写真・タイトルを説明するときに，自分の考えや思いを語ることができましたか？

　　〔　できた　・　できなかった　〕

（実際は A4 版）
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指導計画
【実施日】2020 年 2 月上旬～中旬

【実施人数】全ての資料がそろった 178 名

実施内容
【授業目標】

　義務教育修了前に自他を深く考えることができ

る。

【到達目標】

1. 自分の今までをふりかえり，現在を見つめ，

　未来の自分につなげていくことができる（自己

　理解）。

2. 仲間の考えを知り，他者理解を深めることが

　できる（他者理解）。

3. 仲間の考えを知り，それを自分の成長につな

　げることができる（協同の精神）。

4. 成長を実感することで，自己肯定感をもち，

　卒業に向かうことができる（自己肯定感）。

時間配当 実施手順・留意点等

1 コマ目

（50 分）

・授業のねらいについて話す。卒業制作ということで，3 年間で学んだことをすべて発

　揮する。

・写真シート（写真 1 ～ 8 を並べて印刷したもの）を配付する。何の写真，どんな写

　真かを周りの人と意見交換する。

・拡大コピーを使用して手順の説明をする。（写真 9 －板書写真参照）

2 コマ目

（50 分）

・自分の作品を説明する準備をする。読み上げるのではなく語り掛けるように発表する

　ことを意識する。

・4 人グループで順に発表する。発表の際に質問があれば自由にやりとりしてよい。

　4 人の発表が終わったらグループ内でワークシートをまわしてコメントをつけ合う。

・時間がとれるだけクラス内を移動して，他のグループのメンバーからもコメントを

　もらう。

・自席に戻り，ふりかえりシート（資料 2）を書き，自分の中の変化を確認する。余裕

　があれば裏面に 3 年間の国語授業の感想を書く。

写真 9

　写真 1 ～ 8 から「入学した時の自分」「卒業する自分」「未来の（目指す）自分」

にあてはまるものを選ぶ。各写真をワークシート（資料 1）の写真貼付欄に貼る。

それぞれの写真に「7 文字タイトル」をつける。なぜその写真を選んだか，どうし

てそのタイトルにしたのかわかるように説明をワークシート記入欄に書く。

授業 1 ユニットの構成（50 分× 2 コマ）
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Ⅲ．授業結果
Ⅲ－ 1　ワークシート・ふりかえりシートの結果
　ワークシートには生徒の作品と，作品に対する

他の生徒からのコメントが記載されている。ここ

で言う「作品」とは，生徒が選択した写真・それ

につけた 7 文字タイトルおよび写真とタイトル

を結びつける説明からなっている。紙幅が限られ

ているため，生徒全員の作品を紹介することは

できない。そこで本論文では，特徴的な作品を 7

編抽出し紹介していく。

Ⅲ－ 1 － 1　生徒 1 の作品等
生徒 1 の作品

　入学してすぐの時，私はまだ全然未熟で，まる

で新緑の葉のような感じだと思ったからです。そ

れにこの葉を 1 枚 1 枚よく見ていると，とげと

げしていたり，丸まっていたりしていることがわ

かります。葉の大きさ・長さも全て違います。こ

のように知らない新しい仲間，それぞれ違った仲

間と出会ったのでこの写真を選びました。

　1 年生の時の私の性格にもあてはまります。い

やなことがあると「チクチク」してしまう。うれ

しいことがあると「のびのび」とすごしていまし

た。そんなこんなでありながらも新しい集団の仲

間に入り，力みなぎるあつくてまぶしい太陽のよ

うな希望，仲間，優しさをたくさんあびて，心も

体もパワーあふれていたからです。

　光合成というタイトルには，何かを取り入れ，

アウトプットし，何かを相手にするというこのく

り返しが人としても成長できるからです。

　この写真は，見て分かるように三つ葉のクロー

バーが，大きかったり，小さかったり，傷ついて

いたり，まわりは落ち葉だらけだったりいろいろ

です。卒業する自分は，きれいな三つ葉が未来へ

の希望，傷ついたクローバーがこれまでの心の傷

や悲しみ。そしてクローバーのかげの落ち葉など

が広がる薄暗い場所が，卒業する悲しみと，今ま

での思い出を表していると思ったのでこの写真を

選びました。

　今まで一緒だった仲間ともはなればなれになっ

てしまうことがとてもつらいけど，未来に希望を

もつ，という少し複雑な気持ちがあります。

　また，今まで経験してきた，心の深い傷や，う

れしかった思い出，努力して生き抜いてきた力強

さがこの写真に全てあふれていたのでこの写真を

選びました。

　この写真では一見ただ窓がしまって先が見えて

いないということにしかとらえることはできない

と思います。ですが私は，この写真から，「まだ

未来は見えていないけど，いつかこの窓を開けて

明るい景色が見えるようになるのだろう」と思っ

たのです。

　未来にはもちろん不安，心細さ，恐怖というも

のがつきものですが，その気持ちのもやもやを晴

らして，未来に向かいこの窓をこじ開けられるく

らいの自信と欲望あふれた人生にしていくことが

私にとって大きな希望・夢です。

　窓を開けることは動作的にはとても簡単です

が，1 つ 1 つ確実に物事を進めなければ，動作的

にも，夢や希望としてもとても難しいことです。

失敗を恐れず，いつかこの窓の向こうに誰も見れ

ない素敵な景色をつくり出したいです。

生徒 1 のふりかえり
1. 自分の中で変化したもの

①（「大作戦」に参加する前は）受験勉強でいっ

ぱいいっぱいだった。（今は）過去をふり返

りながら未来を想像することで「前に進も

【入学した時の自分】

「日々共に光合成」

【卒業する自分】

「思い出は永遠に」

【未来の（目指す）自分】

「窓を開けるとき」
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う」という気持ちが高まったと思う。

②（「大作戦」に参加する前は）写真の意味を

とらえて自分を表現したこともなかった。

（今は）友達の意見も見ながら，写真をよく

見つめて，考えることができる。

③（「大作戦」に参加する前は）「大作戦」をやっ

てどんな効果があるのか分からなかった。

（今は）国語に必要な力を全て身に付けるこ

とができることが分かった。

2. この授業で得られたもの

　〔あった〕

　生徒 2 さんのワークシートで「未来の（目指す）

自分」のところで，白紙を使っていた。わくにと

らわれない自由な発想がさらに自分を高めてくれ

るということ。

3. 自分の考えや思いを語ることができたか

　〔できた〕

　自分が実際感じていたことをそのまま書けて表

すことができたから。話す力がのびたから。

　生徒 1 のふりかえりがどのような意義をもっ

ているかは，この授業の到達目標と照合すること

で評価できる。

　生徒 1 のふりかえりシートの記述内容「1 －①」

は到達目標の「1（自己理解）」に相当する。「1

－②」は到達目標「3（協同の精神）」に相当する。

「1 －③」は到達目標「4（自己肯定感）」に相当

する。さらに生徒 1 の「1 －③」は，授業の中に

「みる」を導入することが「国語に必要な力を全

て身に付ける」につながっているという学習者の

認識を表出している。これは，看図アプローチが

設定している仮説の妥当性を，学習者の側から例

証してくれている重要なデータでもある。生徒 1

の「2」は，他者の優れている点を積極的に認め，

さらにそれを自らも吸収していこうとしている記

述である。これは，今回の授業で「協同の精神」

が醸成されていることを示すデータである。「3」

は，到達目標の「4（自己肯定感）」に相当する。

　以上みてきたように生徒 1 は，今回の授業の

到達目標を全て達成できている。さらに，生徒 1

の作品には，仲間からもポジティブなコメントが

寄せられている。次に生徒 1 の作品に対する仲

間からのコメントを紹介しておく。

生徒 1 作品に対するコメント
生徒 1 へ①

　全体的につながりがあって良い。写真 1 つを

よく観察していて，写真の 1 つ 1 つの細かいと

ころまで意味があるのがとても良い。また 1 つ

の写真を「光合成」とかそのレベルまで深く掘

りだしていて，写真選びが上手だと感じた。自

らのプラスの面とマイナスの面の対比があって

良かった。

生徒 1 へ②

　全体的に緑が多くて，緑の色が心が落ちつく

というかそういう人なんだなと思った。

　草から，「思い出は永遠に」というタイトル

をつけることは自分がちゃんと見ていなかった

部分を見ないとわからない。観察力があってす

ごいなと思った。自分も思い出の中に入ってた

ら（入っていないと思うけど）なんかうれしい

なと思いました。また，影色が見えていないの

がいいと思った。

　

生徒 1 へ③

　写真の細かい部分を読み取って，自分の表し

たいものとつなげていたのがすごい。タイトル

がとにかくステキ♡「日々共に光合成」を，い

ろいろなことを吸収することとかけているの

が，思わず「なるほど」と言わされるような感

じでよかった。最後の「窓を開けるとき」が，

まだ自分の未来はこれからっていう感じがし

た。将来の○○（生徒 1 の名前）が楽しみー！

　

生徒 1 へ④

　題名がすごく気持ちがこもっていて，題名を

見ただけでも，気持ちが伝わり，すごく良かっ

た！これからも，みんなでがんばろうね !!
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生徒 1 へ⑤

　「光合成」という表現がすごく良くて，最後

までびっしりと書いていて良かったです。
　

Ⅲ－ 1 － 2　生徒 2 の作品等
　生徒 2 の作品については，上掲生徒 1 のふり

かえりの中でも言及されていた。生徒 1 と生徒 2

は同じクラスに在籍している。

生徒 2 の作品

　「モザイクのかかった窓の先には，道があるは

ずなのに，踏み出せないもどかしさ。」これが，

この写真とタイトルの由来だ。当時の私には，自

分が何者なのか，どういうのが好きで，どういう

のが嫌いなのかを見つけることができなかった。

それまでの自分は，いつも相手にあわせるばかり

考えていて，自分の気持ちを全部押し殺して，心

がマヒしてしまっていた。

　中学校生活 3 年間で自分は過去の自分を忘れ

てしまうほど移り変わっていた。入学した時の自

分の痛みもいつの間にか消え，ただ美しい空が広

がり，世界は広いのだと，忘れていた自分を改め

て感じることができた。どこを見ても同じ景色が

見えるが，その先がどうなっていても受け入れら

れるような，そんな気がする。そう思えるぐらい

私は変わったのだと思う。「大変」だった。だか

ら「大」きく「変」われたのだと思う。

　未来の自分を描くとしたら，真っ白で，まぶし

いくらいに輝く未知な所が良い。自分の目指す自

分は，どんな色が塗られてもその色の個性がひき

たつようなキャンバスでありたい。いくつ年を重

ねても黄ばむのではなく，味が出て，より一層輝

くものでありたい。

生徒 2 のふりかえり
1. 自分の中で変化したもの

①（「大作戦」に参加する前は）1 つのものに

感じる思いは，みんな同じなのだろう。（今

は）1 つのものに感じている思いはみんな

違っていて，こういう考えもあるんだな。

②（「大作戦」に参加する前は）未来の自分に

対してぼやけたものがあった。（今は）自分

のなりたい自分がはっきりとうつってきて

いる。

③（「大作戦」に参加する前は）みんなが思っ

ていることをあまり知らなかった。（今は）

こういう風に考えていたんだなと知ること

ができた。

2. この授業で得られたもの

　〔あった〕

　1 人 1 人みんな「我」があって，感じるもの・

見るもの・考えること全部が違っているというこ

とを知れたこと。

3. 自分の考えや思いを語ることができたか

　〔できた〕

　今まで国語の授業でつちかってきた想像力や，

自分の考えを書ける力があるから。

　生徒 2 も今回の授業で設定した到達目標を全

て達成していた。ただし，生徒 1 に対して行っ

たふりかえりシート記述内容と到達目標との対応

づけは割愛する。

Ⅲ－ 1 － 3　他の生徒たちの作品
生徒 3 の作品

【入学した時の自分】

「ぼやける我が道」

【卒業する自分】

　　　　「我が道の行く先」

【未来の（目指す）自分】

「無限キャンバス」 【入学した時の自分】

「のびしろがある」

（写真選択せず）
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　○○中に入った時，この学校で頑張っていこう

と思った。自分的には中学校一年生が一番のびし

ろがあると思っている。小学生では少し早いし，

高校生になるころには，もう人柄ができあがって

いるのだと思う。だから，中学一年生が一番自分

をのばすことができるのではないかと思った。実

際にいろんなことがのびた気がした。そう考えた

時にこの写真が目に入ってきた。まだ根気強く成

長しているところがよいと思ったから。

　今の自分はまだ自分のその先について考えたこ

とがありません。何かに熱中したり，何になりた

いのか自分でもわかっていません。ですが，いつ

か必ず探し見つけたいと考えています。自分はこ

の世界についてまったく知らないので自分の光を

見つけたいと思います。この写真はまだ光がとび

らにとざされていて，まだわからない感じがよい

と思ったので選びました。何かのきっかけを見つ

けようとしている。

　未来の自分なんてわかりません。しかし，今の

自分が見て最低限ちゃんとやっているなと思えた

ならよかったと思います。自分のことはちゃんと

自分でやる自分になっていてほしいです。そのた

めにも今頑張る必要があると思います。

　未来に繋がるような自分になりたいです。今は

何かを見つけだしたいと思います。この写真は大

空なので大きな希望や大きな器などをもちたいと

いう思いで選びました。

生徒 4 の作品

　視野が狭く，考えも限定的で，固定観念にしば

られていた自分。外に飛び出すこともなし，挑戦

もゼロだった。だから自分の世界にとらわれて，

がんじがらめの中，自分の中でも息苦しく生きて

きた。「いつ自分は変われるのだろう。変わりた

い。でも嫌だな。」という相反する気持ち。狭い

世界にずっと閉じこもっていた。何かが欠けてい

る。でもわからない。変わるのはこわい。そんな

中で変わる機会は来るのかと，不安の日々。中学

生，少しは変われるのかな ?! 少しワクワクしな

がら進んできた。

　いろいろな人と触れ合って，関わって大きく変

化し，成長した。未来への可能性は無数に広がっ

ている！そう思いたいからがんばった。まだまだ

未完成な自分が，どんな成長をして，どんな人と

なるのか，未来に期待をふくらませて，不安と戦

いながら，今を生きる。過去への後悔が少しでも

減るように今をどう生きるのか，考えながら，生

きていきたい。未来が少しでも良いもの，幸せな

ものにしたい。だから今をがんばって生きる！中

学校ありがとう。がんばった 3 年間に，感謝！

　同じ失敗をせず，自分の志をしっかりもった人

になりたい。今の私では，未来の自分がわからな

い。でもこれだけは思うから。失敗を学びに，学

びを成長にできる人。自立している人。笑顔です

【卒業する自分】

　　　　「まだ知らぬ希望」

【未来の（目指す）自分】

「いつかかならず」

【入学した時の】

　　　　　　「狭い世界の中で」

【卒業する自分】

　　　　「広がる夢・未来」

【未来の（目指す）自分】

「学びを成長に！」
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ごす人。こんなまだまだたくさんある目標をもち

続けて努力する。それができる人になる！だから

時間を大切に，いきいきと生活している未来を思

い浮かべて，がんばろう！

生徒 5 の作品

　まだ気持ちもゆるくて，将来に向かっての意識

というものがなかった。どのようにふるまってい

いのかわからず，ただボーッと過ごしていて地ば

んとなる精神面の基そがなっていなかったからこ

の写真にした。

　だけど少しずつ時間がすぎていく中でだんだん

と地面がかたまって 1 年の中ごろには芽がでて

きた気がする。これからにむけての希望のある期

間だったからこのタイトルにした。

　今は周りの雰囲気にのまれたり，人と同じよう

な行動をし，発言をしている気がして個性が失わ

れたりして同
・ ・ ・ ・ ・

じ色に染まってしまっている。周り

にあわせることはできる。人と同じことができ

る。別に悪いことではないのかもしれない。だけ

ど私は嫌だと思っている。嫌だと思っているのに

染まっている自分も嫌だ。だから，少しずつでも

いいから，人とは違うなにか行動をおこしてみた

いと思っている。

　今は自分の色を出せていないかもしれない。だ

けどいつか近い未来，自分にしかできないような

こと，四つ葉のクローバーのように見つけてもら

えたり，めぐり会えた人全てに喜んでもらえるよ

うな素敵な人になりたい。そして，ただそんな人

間になるだけの人生ではつまらないと思うから，

周りとは違う個性をもった「オンリーワン」な，

ひきつけられるような人間になる。

生徒 6 の作品

　左の暗いのが入学時の不安。右の虹っぽくなっ

ているのは，中学校への希望を表しているよう

だった。楽しみでもあったし，不安でもあるよう

な心情をもっていた。まんなかのまどわくがレー

ルに見えて，あともどりができない死ぬまでの一

直線の道を表している。また，レールはあまり幅

広いものではないので，こどくで不安な自分だけ

の人生という感じがしてとてもいいなと思った。

　まだ肉は鉄板のうえ。まだ焼けてない様子。ま

だ，焼けていないということは，料理としては不

十分であり，自分が一人の人間としては不十分だ

ということを表す。焼いている途中は肉汁が出て

味が美味くなる。自分が料理として美味しくなる

ように時間をかけて焼き上げていきたい。今で満

足せず成長したいと思う。

　田んぼは季節によって色が違う。それは，喜怒

哀楽の感情を表している。と同時に田舎の田んぼ

は広いので感情が豊かで心が広い人間になりたい

と思った。また，田んぼはこの写真にうつらない

影色にまで広がっていると思う。うつっていない

【入学した時の自分】

「希望のある大地」

【卒業する自分】

　　　　「相反して同じ色」

【卒業する自分】

　　　　「まだ焼けない肉」

【未来の（目指す）自分】

「オンリーワン！」

【入学した時の自分】

「一直線のレール」

【未来の（目指す）自分】

「田舎の田のよう」
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ということは今の自分では想像できない影色だと

思うので，今の自分にとらわれないという意味で

この写真にした。

生徒 7 の作品

　中学校入学。それは将来へ進む第一歩だと思う。

いろいろな人と出会い，色々な経験をつみかさね，

そして別れを告げる。人生約 100 年のうちのたっ

た 3 年間でも，それが自分の人生となり記おく

として一生残り続ける。社会を学ぶ，第一かんも

んである。中学校をだれと，そしてどのように過

ごすかで人は変わっていく。そして将来の自分の

人物像も変わると思う。私の選んだこの青く雲の

多い空は，いろいろな景色を見てきていると思う。

この空のように私もいろいろな景色を見て感じた

いと思ったからこの写真を選んだ。

　この窓の写真はまさに今の自分を表しているの

だと思う。この先の将来の自分がまだみえていな

い。不安，心配，きんちょう。その感情たちが私

の中をさまよっている。だがその感情をふりは

らってでも前へ前へと進んでいかなければならな

い。この窓をあけたらなにがまっているのか私に

はわからない。たとえ草がおいしげった空地でも，

草を刈り，花をうえ育てたらきっといい公園にな

るかもしれない。自分の未来は自分しか変えられ

ない。今，私は第二かんもんの高校へと進学しよ

うとしている。そこも二分の一の確率でしか入れ

ない。だが今までつみかさねてきた勉強，勉強を

教えてくれている先生，応援してくれている家族

や親せきのためにも，今がんばる必要があるのは

確かだ。今自分にできることを今やる。それが未

来へ進む近道だと思った。

　ふと，十年後二十年後三十年後の自分ははたし

て「幸せ」なのだろうかと気になることがある。

タイムマシンを使ってみに行くことはできないの

でそのころがどうかなんて今はわからない。だが，

これはきっと五年前十年前の自分もどうなんだろ

うと思っていたと思う。たとえ十年後，二十年後

が幸せではない人生がまっていたとしても「今」

が幸せだと感じない人には十年後も二十年後にも

幸せなんぞおとずれはしない。住む家があるこ

と，食事を食べれること，学校にかよえているこ

と，全てが幸せなのだと思う。そしてこの写真の

ような空がこれから先の十年後二十年後も同じ色

であることをねがってこの写真をえらんだ。未来

はきっと明るい。いやこれから私が明るくしてい

くのだ。

　以上に紹介した生徒だけが優れた作品をつくっ

ていたわけではない。ふりかえりでは次の質問も

している。「選んだ写真・タイトルを説明すると

きに，自分の考えや思いを語ることができました

か？」これに対する回答結果が表 1 である。ほ

とんどの生徒が，自分で納得のいく作品制作や説

明を行うことができている。

Ⅲ－ 2　授業中の様子
　（編集委員会注：実践研究であっても，授業者は，

授業に集中していなければならない。このため「研

究のために行う研究」のような体系的観察は不可

能である。授業者による「授業中の様子」の報告

は非体系的なものとならざるを得ない。また当然，

授業者の主観や印象も入ってくる。しかし授業者

の主観や印象が入った観察も「これからの実践研

究」では重要であるとわれわれは考える。「この

方法は使える」「この教材は役に立つ」のような「手

ごたえ」こそ，次の現場に届けるべき「実践のエッ

センス」であるからである。そのため本稿では授

【入学した時の自分】

「未来への第一歩」

【卒業する自分】

　　　　「今未来へ進む時」

【未来の（目指す）自分】

「後悔ない人生を」
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業者茅野の印象や感想も交えた「授業中の様子」

を報告していく。なお以下の報告は 1 クラスに

限定されたものではない。茅野が授業を行った 6

クラスでなされた観察である。）

授業中の様子

　「えー，なんで焼肉なのー？」（写真 1 のこと）

のひとことで一気に場が和んだ。卒業制作と聞

き，多少緊張感が漂っていたクラス内がほぐれ

ていくのがわかる。写真 1 のような意外性の

あるビジュアルテキストを入れておくことも効

果的である。

　「この雑草なんだ？」「クローバーっていうん

だよ。」「四つ葉のクローバーっていうじゃん。」

「えっ？三つ葉だよ。」「真ん中らへんにあるじゃ

ん，四つ葉。」「見つけたら幸せになるってよ。」

「じゃ，オレ，幸せ？」「うん，オレも。」「何で

も名前があるんだなあ。」「オマエ，部活でザコっ

て言われてたけど，立派に名前あるじゃん。ザ

コじゃねーし。」

　…このようなやり取りが見られた。「みる」

にとどまらず，人生を語っているようでほほえ

ましかった。

　たくさんのつぶやきがあり，それを通じてビ

ジュアルテキストの読み解きがすすんでいっ

た。「これ，いつの時間？」「グラウンド？白線

があるけど水たまり。」「この葉っぱお茶の葉か

な。」「色が若々しい。」「この写真上下どっち

だ？」「どっちでもありだな。」「縦？横？」「何

だかわからないなあ。」「雲のそばに飛行機か？」

「どこどこ？」「ボンヤリしてるのは，水？」「水

滴？」「すりガラスかなあ。カギがかかってる。

開けられる？」「黄色の波打ってるのは草！」「稲

じゃね？米がとれる。」など。

　…このようなおしゃべりのあと自然に静かに

なり，黙々と作品づくりが始まった。意思決定

まではザワつくことがあっても，この時間が大

切なのである。おしゃべりしているうちに道が

見つかる。道を見つける。

できた できなかった 「できなかった」の内容

3-1 29 3
・たくさんの思い出があり，頭につまった。
・そのまま読んだ。
・勇気がなかった。

3-2 28 3
・日本語でうまく説明できない。
・ていねいにできなかった。
・タイトルしか説明できなかった。

3-3 29 3
・完成していない。
・書いたことをコンパクトにできなかった。
・まだ少し恥ずかしかった。

3-4 25 0

3-5 27 2 ・写真とタイトルの説明しかできなかった。
・もう少し文を考えて，丁寧に自分の思いを伝えればよかった。

3-6 26 3
・語るのは難しい。
・説明するのは難しい。
・まとまらなかった。

計 164 14

表 1　資料 2（ふりかえりシート）「3」の質問への回答結果
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　前向きにした座席で制作を行った。4 人グ

ループにすることも考えたが，自分の中での自

己対話・自己認識をすすめるために，前向きの

机列で実施した。必要であれば，隣や前後斜め

には話しかけられる。

　「同じタイトルがない」ところに驚いた。似

ているものもあるが，十人十色である。こんな

ところにも人間の良さを感じる。だから互いに

良さを認め合うことが大事。日本語の文字は種

類があるので，工夫のしがいがある。苦肉の策

として「記号を使ってもいいの？」と聞いてき

た生徒もいた。「7 文字タイトル」を考えるこ

と自体が，このあと書く「7 文字タイトル」の

説明記述欄に書き込む内容の準備になってい

く。

　授業の 2 コマ目。4 人グループで自分の作品

の説明をしていく。説明準備の時間は 5 分とっ

た。仲間の説明を笑顔で聞く姿が多かった。拍

手が自然と出てきて，みんなに説明してくれて

ありがとうという気持ちが表現できていた。

　4 人の発表が終わったらワークシートをまわ

してコメント書きをしてもらった。4 人グルー

プでのコメント書きが終わったら，クラス内を

動いて他のグループの人からもコメントをもら

う。クラス内を動いての活動は，仲良しの枠を

越えて行ったが，男女で別れてしまうことが多

かった。

　「『読み上げる』のと『説明する・話す』は違

います。相手がわかるように工夫するんだよ。」

という語り掛けで，プリントの持ち方，指し

方，相手を見て話すなど，相手を意識した説明

を心がけさせた。まだ不充分だったなと感じて

いた生徒もいた。経験回数が増えればもっと上

手になれると思う。一歩前にすすんで相手に近

づいていくコミュニケーションの力もつけさせ

たい。

　グループメンバーの説明を聞いてからのコメ

ント書きだったので，よく聞いて，内容をとら

えようとしていた。また，一人終わると拍手が

自然に出てきたのだが，他のグループの説明の

邪魔にならぬように小さな音で笑顔と共にやっ

ていた。プレゼンの練習にもなっていた。時間

がとれる場合は，前に出て，クラス全員の前で

の発表も良いかなと考えていた。

　公立高校前期入試前日のクラスは，「心配だ

よね。」「でもさ，気持ちが同じと思うとちょっ

と救われるね。」「場所は違うけどがんばろう

ね。」などと互いにエールを送り合う姿も見ら

れた。特別仲良しでなくても 1 年間クラスを

共にした仲間だからこそ自然に出てくる言葉な

のだろう。

　前時の授業を欠席して作品が完成していない

生徒もいる。この場合，写真さえ選んでいれば，

あとはアドリブでやっていける。そのためその

ような生徒には説明準備の 5 分間で説明する

内容を考えてもらった。周りの生徒たちの質問

に答えることで説明・発表ができていた。この

ような生徒たちも，授業に能動的に参加できて

いた。

　説明・発表準備の時間（2 コマ目の最初）を

とることによって，読み上げるだけではなく，

説明するのだという意識づくりができた。この

意識はとても大きく，聞き手の反応も大きく

違ってくる。また，グループの他の 3 人の説明・

発表を聞き「！」とヒントをもらっている場面

もあり，他のグループメンバーのところへ出か

けていくときには説明が上手になっていた。発

表のポイントをつかむ練習にもなっていた。

　今回用いたのはいろいろな見方・考え方がで

きる写真である。授業の一番はじめに写真シー

トを配付した。おしゃべりが大好きな 3 年生

は「あーだ」「こーだ」と話し始める。この時
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間がとても重要である。すべての写真が「入学・

今・未来」に使用可能なのである。ひと区切り

ついたところで，今回の取り組みの手順説明を

する。写真を使った授業は「卒業制作」と大き

く銘打ったために，真剣味が増していた。

　いざ写真を選ぶ段階になると私語もなくな

り，ひたすら自分と向き合う。3 枚をどんな気

持ちで選んでいるのか，心の声を聞いてみたい

ものである。写真を選ぶこと＝自分を見つめる。

自己認識である。看図アプローチが重視してい

る「ビジュアルテキストの曖昧さ」がいきてい

るのだと思う。いかようにも読み取れる写真に

大きな魅力を感じる。カラー版ということで一

層魅力を放っている。

　発見する目をもつことは，人生を豊かに楽し

くしてくれるのではないかと思う。何かを発見

する裏には必ず本人の心情なり感性が隠されて

いる。それを自分自身が読み解いていく中で，

明確なものとして認識されていくのではない

か。その過程を楽しめることは大変幸せなこと

である。

Ⅳ．考察
　看図アプローチを導入することのメリットは数

多くある。とくに今回の実践で次のことに気づい

た。

　生徒たちの「自分の感じや考え」が写真（ビジュ

アルテキスト）によって触発され，自分を深く見

つめる時間になっていくことが授業者として体感

できた。様々な美術作品や自分を取り巻く「もの」

「人」をよく「みる」ことが内省への道なのだと

考えられる。そのチャンスが人との関わりの中で

楽しさとともに訪れてくるのは，誰にとってもう

れしい時間なのである。今回の実践では，このよ

うな時間をつくり出せたと感じている。
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Ⅰ．はじめに
用語の整理
　本研究誌の読者には，幼児教育以外の領域で活

躍している人が多いと思われる。そのような人が

幼児教育に関する論文や文献を読むとき，用語の

「ゆれ」が気になったり，類似概念の頻出により

混乱したりすることがある。この原因は，日本の

幼児教育施設が 3 種類に分かれていることにあ

る。3 種類の施設とは，保育所，幼稚園，認定こ

ども園である。各施設では，それぞれ「保育所保

育指針」「幼稚園教育要領」「幼保連携型認定こど

も園教育・保育要領」に沿って保育・教育がなさ

れている。

　これらの指針や要領で用いられている概念等に

統一がはかられていない部分がいくつかある。さ

らに，幼児教育で使われる用語や訳語が歴史的変

遷をたどっており，このことも幼児教育制度の理

解を難しくしている。例えば「カリキュラム」概

念の変遷について田中（2019）は次のように解

説している。

　わが国では，学習指導要領，幼稚園教育要領，

保育所保育指針等を包括する概念として，「カ

リキュラム」（curriculum）が用いられていま

す。「カリキュラム」の訳語が「教育課程」です。

　2008（平成 20）年告示の保育所保育指針で

は，「保育課程」が「教育課程」と同義の概念

として示されました。幼稚園の場合は「教育

課程」，保育所の場合は「保育課程」がそれぞ

れに用いられていました。幼稚園教育要領お

よび保育所保育指針等が 2017（平成 29）年

に改訂（定）され，保育所の「保育課程」は「全

体的な計画」として示されることになりまし

た。（田中 2019，p.14）

　要するに「カリキュラム」の訳語が「教育課程」

である。これを保育所保育指針では「保育課程」

とよぶようになった。さらに 2017 年からは「保

育課程」を「全体的な計画」とよぶようになった。

このような経緯があるため，幼児教育関連の文献

には「カリキュラム」「教育課程」「保育課程」「全

体的な計画」という類似の意味をもった用語が混

在している。参照する文献によって用語が違うた

め，本論文でもこれらの語を統一せずに用いてい

く。

　本論文では「カリキュラム・マネジメント」を

キーワードにしている。この概念の扱いも，幼稚

園・こども園と保育所の間で「ゆれ」がある。「カ

リキュラム・マネジメントは，2017（平成 29 年）

度の幼稚園教育要領や幼保連携型こども園教育・

保育要領，学習指導要領の改訂のなかで，保育や

教育の改善・充実を図るためのキーワードとして

あげられ（赤木 2019，p.126）」てきた。

　幼児教育におけるカリキュラム・マネジメント

は次のように定義されている。「カリキュラム・

マネジメントは，教職員が全員参加で，幼稚園等

実践ノート

全員参加の保育カリキュラム・マネジメント
―看図アプローチを活用した職場研修プログラムの開発―

鹿内信善 1)・山下雅佳実 2)・廣瀬 崇 3) 

キーワード：看図アプローチ・保育カリキュラムマネジメント・職場研修・全員参加

全国看図アプローチ研究会研究誌 3 号　2020.6

1) 天使大学
2) 中村学園大学短期大学部
3) 味坂保育園
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の特色を構築していく営みであり，園長のリー

ダーシップの下，全ての教職員が参加することが

重要である。また，こうしたカリキュラム・マネ

ジメントを園全体で実施していくためには，教員

一人一人が教育課程をより適切なものに改めてい

くという基本的な姿勢を持つことも重要である。

（教育課程部会幼児教育部会 2016，pp.1-2）」

　この主旨は幼稚園教育要領解説にも反映されて

いる。幼稚園教育要領解説中の「カリキュラム・

マネジメントの実施」の項では次のように説明さ

れている。「園長は，全体的な計画にも留意しな

がら『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』を

踏まえて教育課程を編成すること，教育課程の実

施に必要な人的または物的な体制を確保して改善

を図っていくことなどを通して，各幼稚園の教育

課程に基づき，全教職員の協力体制の下，組織的

かつ計画的に教育活動の質の向上を図るカリキュ

ラム・マネジメントを実施することが求められる。

（文部科学省 2018，p.77）」

　さらに園全体の教職員の参加については次の説

明もつけ加えられている。「全体的な計画の作成

に当たっては，園長のリーダーシップの下で，園

全体の教職員が，各幼稚園の教育課程の基本的な

理念や目指す幼児像，幼稚園修了までに育てたい

こと等について十分に話し合い，共有していく必

要がある。（文部科学省 2018，p.95）」

　カリキュラム・マネジメントは，幼保連携型認

定こども園教育・保育要領解説では次のように定

義されている。「カリキュラム・マネジメントとは，

第 1 章第 2 節の 1 において示すように，各幼保

連携型認定こども園の『全体的な計画』に基づき，

全保育教諭等職員の協力体制の下，組織的・計画

的に教育及び保育の活動の質の向上を図ることで

ある。（内閣府他 2018，p.81）」

　以上みてきたように，幼稚園教育要領解説及び

認定こども園教育・保育要領解説には，カリキュ

ラム・マネジメントの意味や意義が明記されてい

る。しかし保育所保育指針ではカリキュラム・マ

ネジメントという言葉は出てこない。言葉は出て

こないが，保育所保育指針にもカリキュラム・マ

ネジメントの理念は取り入れられている。

　「特に今回の保育所保育指針の改定では，3 歳

以上児の『教育』を重要視しており，保育教育目

標を明確にして，評価・改善の充実化・保育の質

の向上をめざし，幼稚園や認定こども園同様にカ

リキュラム・マネジメントの理念が織り込まれて

（赤木 2019，p.129）」いる。保育所保育指針で

はカリキュラム・マネジメントに関連する事項は

「第 1 章保育計画及び評価」の中で取り上げられ

ている。例えば次の項目がカリキュラム・マネジ

メントに該当する。

イ　保育の計画に基づく保育，保育の内容の

評価及びこれに基づく改善という一連の取組

により，保育の質の向上が図られるよう，全

職員が共通理解をもって取り組むことに留意

すること。

　上記「イ」の事項を実現するために保育所保育

指針解説では次のことを強調している。「職場内

の研修や会議などに，自分たちの保育の振り返り

を位置付けながら，職員が語り合う機会を設ける。

…／全職員が評価の過程に関わりながら改善に向

けた取組が進められていくことによって，その意

義や目的についての理解が共有されることが重要

である。（p.59）」

保育カリキュラム・マネジメントをめぐる課題
　以上にみてきたが，保育カリキュラム・マネジ

メントとは全教職員が参加して保育課程を作成す

ることのみならず，全教職員が継続的に教育及び

保育活動の質の向上を図っていくことも含んだ概

念なのである。これは，幼稚園・こども園・保育所，

いずれにもあてはまることである。しかし，上村

（2017）では，全教職員が参加して保育課程を編

成している園は少ないことが示されている。上村

（2017）は，現任保育士研修協議会が主催する主

任研修「保育課程」に参加した 88 名を対象に，

保育課程及び全体的な計画の編成方法等に関する

調査を実施した。回収率が 47.7％であったため

n ＝ 42 のデータを分析している。その結果「保

育課程及び全体的な計画を」園長のみが編成する

が（n ＝ 16，33％），園長と主任で編成するが
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（n=13，27％），であった。この 2 つの編成方法

の合計は全体の 60％を占めていた。しかし全職

員で編成しているのは（n ＝ 7，14％）にすぎな

かった。

　前述したように保育所保育指針では，カリキュ

ラム・マネジメントという言葉は遣われていない。

しかし保育所保育指針解説ではカリキュラム・マ

ネジメントに相当する内容が，組織マネジメント

という言葉を遣って解説されている。それは次の

部分である。「保育所全体の保育実践の質及び専

門性の向上を図るため，施設長等は，組織マネジ

メントの一環として，保育の課題やそれぞれの職

員の適性等を踏まえ，計画的に研修の機会を確保

することが重要である。（pp.353-354）」

　以上で検討してきたことは次のようにまとめら

れる。保育所・幼稚園・こども園いずれにおいて

も保育カリキュラム・マネジメントを機能させ

るために以下の 2 つのことが求められている。　

①教職員等が全員参加できる体制を整えること。

②教育及び保育の質を向上させようとする全教職

員の意欲や意識を育て上げること。

　「幼稚園教育要領」「幼保連携型認定こども園教

育・保育要領」「保育所保育指針」及びそれぞれ

の「解説」内容の分析から，筆者らは上記①②を

実現できる研修プログラムの開発が必要であると

判断するに至った。以上の問題意識に基づいて幼

稚園・保育所・こども園，すべてで実践できる保

育カリキュラム・マネジメント研修プログラムを

開発していく。そのことにより，年間を通した研

修プログラムのレパートリーを増やしていく。こ

れが本研究の課題であり目的でもある。

Ⅱ．保育カリキュラム・マネジメントを機能させ
　る職場研修プログラム
看図アプローチ
　山下（2020）は保育観を意識化し，保育の質

を向上させることを目的とした園内研修プログラ

ムを開発している。プログラム開発にあたって山

下が基盤としたのが「看図アプローチ」である。

看図アプローチとは，「授業づくりにビジュアル

テキストの読解を取り入れていくアプローチ（鹿

内 2015，p.16）」である。ビジュアルテキスト

とは，絵図・写真・グラフ等をさす。従来「み

る」対象として扱われていたものを「読解」の対

象としているところに特徴がある。もともとは

「授業づくり」の方法であったが，汎用性が高い

ため，様々な領域で活用されている。上述した山

下の保育所研修への活用もその一例である。他に

も，紙芝居の下読みに関する研究（柳田 2018，

2019），小学生の給食食べ残し改善に関する実践

（鹿内信善他 2016），動物園教育への導入（福永

他 2018），聴覚特別支援学校における「自立活動」

への導入（天野他 2018）等々多様である。

　看図アプローチの理論的なベースは鹿内（200

7）に詳述されている。また鹿内（2015）では

実践例もあげながら理論的な説明をしている。看

図アプローチ理論の概略的な説明は山下（2020）

もわかりやすいので，ここでは，看図アプローチ

についての理論的説明は割愛する。

　山下（2020）が開発した看図アプローチ基盤

型プログラムは，園内研修での活用可能性が高い

ものであることが確かめられている。そこで本研

究でも，看図アプローチを基盤とした「保育カリ

キュラム・マネジメント」を機能させる職場研修

プログラムを構成していく。また，開発したプロ

グラムの実践可能性についても検討していく。

　上述したように本稿では，看図アプローチにつ

いての理論的説明は割愛する。しかし，本稿で紹

介する研修プログラムで用いる看図アプローチの

原理・原則については簡単に解説しておく。

今回の研修で用いる看図アプローチの原理・原則
①ものこと原理
　看図アプローチでは絵図や写真等のビジュアル

テキストを教材として用いる。研修や授業は，ビ

ジュアルテキストを「よくみて」もらうところか

ら始まる。しかしビジュアルテキストを「よくみ

て」ほしいとき，「よくみてください」と指示し

ても，学習者の「よくみる」活動を引き出すこと

はできない。それは，学習者たちが「よくみる」

とはどうすることなのかを理解していないからで
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ある。教師やファシリテーターは「よくみてくだ

さい」と指示することなく，学習者の「よくみる」

活動を引き出さなければならない。その方法とし

て看図アプローチが開発してきたのが「ものこと

原理」である。

　簡単に言うと，ものこと原理はビジュアルテキ

スト中の情報を「もの」と「こと」に分けて認識

させる方法である。「ものこと原理」は看図アプ

ローチの基本原理である。このため，様々なとこ

ろで言及しているが改めて解説しておく。ここで

はビジュアルテキストとして図 1 を取り上げる。

　これだけシンプルなビジュアルテキストだと

「よくみて」と言われてもよく見れる人は少ない。

そこで看図アプローチではまず，次のような発問

によってビジュアルテキストの読解活動を行わせ

ていく。

この絵図にはどんな「もの」が
描かれていますか？

　ビジュアルテキストが写真の場合は「どんな『も

の』が写っていますか？」という表現になる。図

1 のようなシンプルなビジュアルテキストの場合

は「5 つ以上あげてください」という指示もつけ

加える。「5 つ」はだいたいの数である。複雑な

ビジュアルテキストを使う場合は「10 個以上あ

げてください」という指示をつけ加える。このよ

うな発問・指示をすると学習者は次のような「も

の」をあげてくれる。「りんご・皿・手・服・指」。

さらに「爪・そで・しわ・柄」などのものをあげ

る学習者も出てくる。「（服の）しわ」などは見逃

している人が多い。そのため，学習者たちが見つ

けた「もの」をグループシェアすることで，今ま

で見えていなかった「もの」に初めて気づく学習

者も出てくる。「この絵図にはどんな『もの』が

描かれていますか？」という発問は，学習者の「よ

くみる」活動を引き出す第一歩なのである。「もの」

を取り出す活動（＝情報処理）を「変換」とよん

でいる。

　ビジュアルテキストを構成している「もの」を

取り出す活動が済んだら，次はビジュアルテキス

トに描かれている（あるいは写っている）「こと」

を取り出す活動を学習者にしてもらう。この活動

は，基本的には次のような発問によって引き出す。

この絵図にはどんな「こと」が
描かれていますか？

　「こと」には 2 種類ある。ひとつは「皿の上に

りんごがある」のような「こと」である。これは

ビジュアルテキスト中の要素（皿）と要素（りん

ご）を関連づけて取り出した「こと」である。こ

れは，ほとんど否定できない事実としての「こと」

である。このような「こと」の読み取りを「要素

関連づけ」とよんでいる。

　図 1 からは「誰かがりんごを取ろうとしている」

という読み解きも可能である。この読み解きも図

1 に描かれている「こと」である。しかしこのビ

ジュアルテキストは別の読み解きも可能である。

例えば「誰かがりんごを置いた」という読み解き

である。このタイプの読み解きは，学習者がすで

にもっている知識も取り入れ発展的に考える活動

である。このような活動を「外挿」とよんでいる。

　看図アプローチでは，発問や指示によりビジュ

アルテキストの読解を行わせていく。ビジュアル

テキストの読解は「変換」「要素関連づけ」「外挿」

という 3 つの活動（情報処理）によってなされる。

これら 3 つの活動の定義を次にまとめておく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　©yuki.ishida
図 1
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【変換】
　ビジュアルテキストの中に描かれている，

あるいは写っている「もの」を言葉に置き換

える活動。

【要素関連づけ】
　ビジュアルテキストを構成している諸要素

を相互に関連づける活動。

【外挿】
　ビジュアルテキストに描かれている，ある

いは写っている「こと」を超えて発展的に考

えていく活動。

②成員間オープンエンド・個人内クローズエンド
　の原則
　ビジュアルテキストが複雑になれば，外挿を引

き出す発問には工夫の余地が生まれてくる。図 2

を例にして見ていく。

　図 2 も図 1 と同じようにして，「変換」「要素

関連づけ」「外挿」活動を引き出すことができる。

しかし比較的シンプルな図 1 と違って，外挿を

引き出す発問は様々に考えられる。例えば，次の

ようなものである。

・この人は誰に何と言っているのでしょうか。
・右手は何をしようとしているのでしょうか。
・このあと何をするでしょうか。

　学習者は絵図の中から根拠を見つけながらこれ

らの発問に答えていくことになる。上掲のどの発

問に対しても多様な回答が可能である。学習者の

多様な思考を引き出せることは看図アプローチの

長所のひとつでもある。しかし看図アプローチで

は「いろんな考えがあっていいね」という中途半

端なオープンエンドにはしない。グループ成員間

の回答はそれぞれ違っていてもよい（オープンエ

ンド）が，学習者個人内では，必ずクローズエン

ドになるようにしていく。教師やファシリテー

ターから出された発問に対しては，学習者個々人

が納得できる回答を出させていく。これが，成員

間オープンエンド・個人内クローズエンドの原則

である。

　今回は，以上 2 つの原理・原則を活用した研

修プログラムを構成していく。

Ⅲ．研修参加者・目標等
Ⅲ－１　実施にあたって配慮したこと
　実施日は，2020 年 3 月 28 日である。このこ

ろは，新型コロナの感染は，それほど広がってい

なかったが，念のためファシリテーターが研修場

所に赴いて行うスタイルはとらないこととした。

Zoom 利用の遠隔研修として行った。

Ⅲ－２　参加者とファシリテーター
　参加者は A 保育園の職員 37 名である。参加者

は 4 ～ 5 人に分かれて，ワークやディスカッショ

ンを行う。ファシリテーターは，本論文第 2 筆

者山下雅佳実である。なお本論文で報告する研修

プログラムの設計はすべて山下が行った。遠隔研

修として実施することになったため第 3 筆者廣

瀬崇（保育園園長）が現地でファシリテーター補

助を行った。

Ⅲ－３　研修目標と到達目標
　今回の研修の研修目標と到達目標をあげてお

く。

【研修目標】
　全員参加のカリキュラム・マネジメントに

貢献できるようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　©yuki.ishida
図 2
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【到達目標】
①協同学習ができる。または協同学習の重要

　性に気づくことができる。

②新たな視点を取り入れることができる。

　または視野を広げることができる。

③保育に対する意識を変容できる。または変

　容しようとする意欲をもつことができる。

Ⅳ．研修の展開
Ⅳ－ 1　【ステップ１】「ものこと原理」による
　　　　ビジュアルテキストの読解
変換活動
　看図アプローチでは，必ずビジュアルテキス

トの読解を行う。今回は 2 枚の写真をビジュア

ルテキストとした。はじめに呈示するのは写真 1

である。

　ファシリテーターが行う発問や指示にしたがっ

て，参加者は写真 1 を読み解いていく。

発問 1
　この写真にはどんなものが写っています

か。この写真に写っているものを 10 個書い

てください。（「変換」を求める発問）（2 分）

　記入後グループシェアしていく。ラウンドロビ

ンでひとりひとつずつ答えまわしていってもら

う。自分が見つけていなかったものをグループメ

ンバーが発表してくれた場合は，赤で書き足す

ことを指示する（3 分）。参加者が個人で行った

変換活動結果とグループシェア結果の一例を図 3

に示す。

　黒文字がこの参加者が個人活動によって読み

取った「もの」，赤文字がグループシェアによっ

て新たに読み取れた「もの」である。

写真 1
© 山下雅佳実
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　グループシェアのあと数名に発表を求め，全体

シェアを行う（3 分）。

外挿活動
　看図アプローチでは，通常変換活動の次に要素

関連づけ活動をしてもらう。しかし今回は，要素

関連活動を引き出す発問を行わず，直接外挿活動

を引き出す発問を行った。これは，今回用いたビ

ジュアルテキストは，外挿活動を行いながら要素

関連づけ活動も引き出せる構成になっていたため

である。

　外挿活動を引き出す発問が次の発問 2 である。

発問 2（外挿発問その 1）
　ここはどこでしょうか？まずはひとりで考

えてみてください。そして，そう考えた根拠

も書いてください。（2 分）

　このあとグループシェアを行い（5 分），さら

に各グループの意見を発表してもらいながら全体

シェアも行う（3 分）。

　発問 2 に対しては次のような考えが出された。

それらの一部を載せておく。

・物置部屋－収納しているように見えるから

・リビング－ハードディスクに写っているもの

　がカップボードに見えたから

・放送室－園にあるものを持ってきたのではな

　いかと思ったから

・ある人の作業部屋－ハードディスクに向かい

　側の壁が写っているから　…等々

　このあと第 2 の外挿発問として発問 3 を示す。

発問 3（外挿発問その 2）
　この場所はどんな人が使っているのでしょ

うか。

　この発問に対する答えは各グループごとのバ

ズセッションによってまとめてもらった（5 分）。

その後，各グループの意見を発表してもらい全体

シェアを行う（5 分）。発問 3 に対しては，次の

ような考えが出された。それらの一部を載せてお

ハードディスク ブルーレイ
ディスク

ケース

棚
液晶画面

ほうき

リモコン

印刷機

ゴミ箱

ゆび

すのこ

リモコンカセット
CDディスク

床
CD・DVDケース

DVDプレーヤー

キーボード

コンセント

持ち手

コード

シルバー
ラック

ナースコール

ファイル

スピーカー

図 3
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く。

・男性，性格は雑であまりこだわりがなさそう。

・男性（28 歳）。在宅でプログラマーとかパソ

　コンの仕事をしている人の部屋。

・映像関係の人（趣味で），35 ～ 40 歳男性。

・崇先生（本論文の第 3 筆者）の部屋。

・山下先生（本論文の第 2 筆者）の部屋。

Ⅳ－ 2　予測の確認とその後の展開
写真による予測の確認
　「では，この場所を使われている方をご紹介し

ます。」という教示とともに写真 2 を呈示する。

　写真 2 の呈示とともに次の説明もする。「ここ

は重症心身障害者施設の医療型施設です。この方

は重度の障害をもたれています。脳性まひの方で

す。」

　このあと，次の発問をする。回答はワークシー

トに記入してもらう。

発問 4
 「みなさんはこの場所を使っている方の写真

を見て ，“ 自分の予想通り ” だと思いました

か？ それとも “ 予想外 ” だと思いましたか？

予想通りだと思った理由，予想外だと思った

理由をその写真の下の□（記入欄）に書いて

ください。」（5 分）

　この回答もグループシェアしてもらう（3 分）。

参加者の反応
　参加者 37 名中 36 名が「予想外」だったと回

答している。回答の一部を次に載せておく。

　手の指と思ったが足の指であった（リモコ

ンが床にあるのが不思議ではあったが）。音楽

を趣味でやっている人の部屋だと思っていた。

車イスを使っている人とは全く考えなかった。

写真 2
© 山下雅佳実
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　DVD プレーヤーや，音楽，パソコンの機械

などが様々あり，重度の障害をもたれている方

が使う…というイメージがすぐにでてこなかっ

た。ラックの高さ（物を置く高さ）など，目線

の高さなどに注目すると，改めて，納得できま

した。

　障害のある方の部屋とは思わなかった。こう

なると，この部屋の中にある機器は，必要なも

のである可能性が高くなる。（趣味ではなくな

る）

　1 名のみが「予想通り」と回答していたが，そ

の理由は次のようなものであった。

　短大の時，施設実習で 2 週間お世話になった

方でした。足先を使って何でも器用にされる方

だったり，YES・NO の質問をすれば会話がで

きる方でした。

ファシリテーターからの解説
　発問 4 に対する回答のグループシェア終了後，

ファシリテーターから次のような解説を行った。

　予想外の意見にもあったように，まさか障

害を持つ方がパソコンをするなんて思いませ

んよね。また，こんなに機器がある場所を病

院だなんて思いませんよね。予想外だと思っ

た理由を発表してくれた人たちは，とても素

直な意見だと思います。私たちには普段から

自分のものさしで物事を見る癖があります。

それが悪いということではありません。しか

し，その自分のものさしで物事をすべて考え

ると，障害をもっているから何もできない，

子どもだからわかるはずがない等，相手のも

つ力を引き出すことができなくなります。

　この写真の方は，脳性マヒで小さいころか

らずっと障害とともに生きています。言葉も

うまく出てきません。でも，唯一自由に動か

すことのできる足の指でパソコンや機器類を

自由自在に操り，メールを使ってコミュニケ

ーションを図ったりされています。 一生懸

命，努力されたと思います。つまり，たくさ

ん学習をしてこられたということです。そし

て，その機能を維持するために，いまもリハ

ビリを頑張られています。脳性麻痺だから，

障害があるから，という，ひとつのものさし

だけで判断しては総合的な評価はできないと

いうことです。

　そして，小さいころの教育がこの方に大き

く影響しています。子どもの育ちには周りの

大人を含む環境が重要です。環境により，そ

の子どもの将来までもが左右されることがあ

ります。この方は，お母さまも教育熱心で小

さいころから積極的にリハビリに取り組んで

こられました。その成果もあり，小さいころ

は歩くこともできるようになっていました。

本人も努力家で頑張り屋さんです。支えてく

れる方たちも周りにいたそうです。みなさん

の職業は，いろいろな可能性を，子どもの可

能性を引き出すことができる職業だと思いま

す。

Ⅳ－ 3　【ステップ 2】部屋の利用者からの
　　　　ビデオメッセージ視聴
　写真 1 の部屋を利用している方からのビデオ

メッセージを視聴してもらう。ビデオメッセージ

の概略を以下（ビデオキャプチャ 1 ～ 4）に載せ

ておく。このビデオメッセージの撮影は本論文第

2 筆者の山下雅佳実，編集は全国看図アプローチ

研究会専属アートスタッフの石田ゆきである。

　写真 1・2 及びビデオメッセージを教材として

活用することについては，この実践に協力してく

れた K 氏及び K 氏の家族，K 氏が療養している

施設の了承を得ている。またこれらの教材を作成

すること，及び作成した教材を活用した研修プロ

グラム・授業プログラムをつくることについては

第 1 筆者鹿内の前任校である福岡女学院大学研

究倫理委員会の承認を得ている。



全員参加の保育カリキュラム・マネジメント 全国看図アプローチ研究会研究誌 3号

39

Ⅴ．本研修プログラムならびに考察
　本研修プログラムでは次の 3 つの到達目標を

掲げた。｢①協同学習ができる。または協同学習
の重要性に気づくことができる。②新たな視点を
取り入れることができる。または視野を広げるこ
とができる。③保育に対する意識を変容できる。
または変容しようとする意欲をもつことができ
る。｣ 本研修プログラムでは参加者全員がこれら

3 つをすべて達成することを目指していない。参

加者各自が少なくともこれらのひとつ以上を達成

できていれば良いと考えている。

　多様性に対応する教育・研修は，固定的な目標

を設定することによって実現できないこともあ

る。多様性に対応する教育・研修目標は，様々な

目標リストから学習者が自らの個性や主体性に応

じて構成していくものとわれわれは考える。これ

までの研修や授業では，到達目標を固定的に考え

過ぎていたのではないだろうか。ひとつの研修や

授業では膨大な量の情報が呈示される。それらが

学習者の知識と関連づけられたり他の学習者の知

識と関連づけられることにより，きわめて多様な

オリジナリティーのある考えが生まれてくる。し

たがって，あらかじめ設定された目標群のどれが

どのように達成されているか，さらにはわれわれ

が想定していなかった学びがどのように成立して

いるか，という視点から分析していくことが多様

性に対応できる教育・研修の評価につながるとわ

れわれは考えている。

　3 つの到達目標を参加者たちはどの程度達成し

ていたか，参加者たちが作成したワークシート等

をもとに確認していく。

｢①協同学習ができる。または協同学習の重要性
に気づくことができる。｣ の達成度
　もともと看図アプローチは協同学習のツールと

して開発されてきた。適切なビジュアルテキスト

と参加者間の交流を促す発問・指示を用意してお

けば自然に協同学習は成立する。協同学習が成立

していることは今回の研修の映像記録によっても

確認できる。協同学習が行われていることを示す

研修の映像をひとつ載せておく。（ビデオキャプ

チャ 5）

ビデオの概略

ビデオキャプチャ 1

ビデオキャプチャ 2

ビデオキャプチャ 3

ビデオキャプチャ 4
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　研修をすべて終えたあとに参加者の「今の気持

ち」を書いてもらった。その中に「協同」に特化

した内容を書いてくれた人がふたりいた。それを

以下に載せておく。以下，下線は筆者らがつけ加

えたものである。

参加者 1

　ポロポロと涙が出てしまいました。相手から

の見方，考え方，自分自身の見方・考え方は多

様で，生きる喜びや楽しさ，幸せはその人自身

その周りの人によって変わっていくんだと感じ

ました。関わる人によって変わっていくのだと。

この方の周りには笑顔のステキな人であふれて

いるんだろうと思いました。

　参加者 1 は，他の参加者と協同で学ぶことに

より見方・考え方は多様であることを再認識した。

さらにビデオレターというかたちで参加してくれ

た K 氏とも協同学習が成立している。そのこと

によって周りの人たちとの協同性が人の生き方を

支えるということに気づき涙が流れてきたのであ

ろう。今回の協同学習は参加者 1 にとっては認

識のみならず感情にも強く訴える内容になってい

たのではないかと考えられる。

　また詳細な分析は省略するが人は力を合わせて

（協同して）生きていくものだという認識に到達

している参加者 2 の記述も次に紹介しておく。

参加者 2

　すごいしっかりとした意見をもっていらっ

しゃるなあと感じました。「障害があっても，

みんなと『生きている』『生きる』同じ立場に

いることがうれしい」という言葉に心うたれま

した。この方は，家族や周りの方に愛情をたっ

ぷり注がれて今を生きてらっしゃるんだなあと

思いました。

ビデオキャプチャ 5
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｢②新たな視点を取り入れることができる。また
は視野を広げることができる。｣ の達成度
参加者 3

　自分の視野のせまさに気づかされた。一人ひ

とりの個性（を大事に）や自分の知らない一人

ひとりの姿もあること。その人それぞれの生き

方や思いに向き合い受けとめ受けとめてもらえ

る人間になりたい。１どうしても日々に追われ

てしまうが，まわりの人（家族をはじめとして）

との関わりがあって人は生きていける，２成長

できることを忘れずに感謝の気持ちをもって生

きていきたいと思う。

　参加者 3 は冒頭に「自分の視野のせまさに気

づかされた。」と述べているので，②の分類に入

れておいた。しかし自己の生き方（点下線部 1）

や協同の重要性（点下線部 2）にも言及している。

参加者 4

　ハンディーの人のために作られた機器ではな

く，健常者と同じ機器を使っていることに驚い

て，自分の中で，ハンディーのある人は，健常

者と同じ（このようなこと）が難しいと決めつ

けていたことに気づいて，反省する面と，今気

づけて良かったという気持ち。ビデオで，同

じ人間として生きることが喜びと言っていたの

で，障害のあるなしで決めつけていた自分に気

づいて申し訳ない気持ちとその言葉を忘れない

ようにしたいという気持ち。

　参加者 4 はひとつの視点から「決めつけてい

た自分」に気づき，反省しているということを 2

回も記述している。

参加者 5

　関わる人によって人は変わっていく。絶対で

きないことはない。健常者も障がい者もみな同

じことだと思いました。考え方によって豊かに

生きていける。見方によって相手を幸せにでき

る。いくつになっても学びたい気持ちをもちな

がら，固まったものさしで見ていくのではなく，

やわらかい人になりたいと思います。

　この研修の中でファシリテーター山下は「もの

さし」という言葉を用いている。山下は「ものさし」

という言葉に「視野」あるいは「視点」という意

味をもたせて用いている。参加者 5 も「ものさし」

という言葉を用いている。参加者 5 は山下が遣っ

ている意味で「ものさし」を用いている。参加者

5 の記述は視点を柔軟にしていきたいという内容

になっている。

　以下，個々の解説は割愛するが「②新たな視点

を取り入れることができる。または視野を広げる

ことができる。」に関連すると思われる参加者の

記述を載せておく。

参加者 6

　最近は「もっとこうだったらいいのに」とか

不満を感じたり，自分にないものが欲しくてた

まらない気持ちになったりすることがあるけ

ど，大切なものを見失っていたなと思います。

当たり前だと思ってしまっていることの有り難

さをもっと感じて感謝して前向きに考えていき

たいと思います。

参加者 7

　写真の一部だけを見て，自分の中で勝手なイ

メージをつけたり，こういう人だろうと決めつ

けてしまっていた。いろいろな人がいるけれど，

みんな同じ人間ということを自分のものさしで

見るのではなく，たくさんの関わりの中で知っ

ていきたいと思った。

参加者 8

　自分が生きている社会には，いろんな人がい

て，それぞれの人が自分の人生をいっしょうけ

んめい，自分らしく生きていることを改めて感

じました。自分のことばかり中心に生活してし

まい，物事を考えてしまっていることが恥ずか

しいです。もっと，自分も視野を広くもちたい。
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参加者 9

　ハンディーがあっても，できることはたくさ

んあるということと，私自身も，視野を広くもっ

ていきたい。時間を大切に過ごし，けんめいに

生きているこの方のビデオレターに感銘を受け

た。自分のものさしで見てしまう。人を見る時，

ものさしがあるというのを意識したい。関わる

人によって，変わってくる。できないというこ

とはない。

｢③保育に対する意識を変容できる。または変容し
ようとする意欲をもつことができる。｣ の達成度
参加者 10

　障がいがあったことが予想外だと思い，みん

なの雰囲気ががらっと変わったが，どんな人で

も生きている，私もみんなも日々を一生懸命生

きている。そして，私たちは子どもたち，どん

な子どもたちでも “ 生きるサポート ” をしてい

る。そのサポートできる素敵な時間をここに来

る全ての園児にしてもらいたい。これからも関

わる学びをしていきたい。

　参加者 10 は写真 1 の読み解きから写真 2 によ

る確認の過程で自分たちの考え方が大きく転換し

たことを表現している。看図アプローチでは，意

外性を引き出すビジュアルテキストや発問を多用

して研修プログラムや授業プログラムを開発して

いる。今回開発したビジュアルテキスト及び発問

系列も意外性を効果的に活用したものになってい

る。そのことが参加者 10 の指摘からもうかがえ

る。さらに今回活用したビデオレターも多くの参

加者たちの感情にうったえるものであり，保育観

の変容を引き出すものであったと考えられる。保

育観の変容を記載している他の例も以下に載せて

おく。

参加者 11

　生きていく中でどのような人に出会ってどん

な関わりをするかで生きる喜びが変わってくる

と思います。私自身も人に喜びを与えられるよ

うな関わりをしていきたいと感じました。人に

よって感じ方は違いますが，一人ひとりが同じ

ように喜びを感じ生きていけたらいいなと思

います。そして，いくつになっても笑顔はいや

されて，元気の源になることを感じました。私

も子どもたちの笑顔を守っていきたいと思いま

す。

参加者 12

　障がいをもっているから「大変だ」「周りと

少し違う」とどうしても思ってしまう自分がい

るが，同じ命で同じ人間なので，考えているこ

とは違っていてもみんな一緒なんだと思いまし

た。小さいときの関わりがこの先ずっと生きて

くると感じて，その時伝わっていないと感じて

も子どもの心には残っているかもしれないと思

いました。ですので，子どもと毎日，一生懸命

に向き合っていきたいと思いました。

参加者 13

　障がいがあっても，諦めずに，前向きに，ま

してや周囲の人々に「大丈夫です」と笑顔で力

強いメッセージを送る姿に，勇気をもらいまし

た。日々，いろんなことで落ち込んだり，悩ん

だりして，つい弱気になってしまう時もあるけ

ど，できないことはないんだ，大丈夫，と思え

る力強いメッセージでした。子どもたちも，成

長している過程で壁にぶつかることもあると思

うけど，「大丈夫」と傍で背中を押せる人間に

なりたいと思いました。

参加者 14

　子どもの可能性を信じて，そのままの姿を受

け入れながら自分はその子に何ができるんだろ

う，と一緒に考えて向き合っていこうと思った。

参加者 15

　体が不自由だから～だねというおもいこみを

するのではなく，あきらめないで，その人を大

切に関わっていくことでその人も色んなチャレ

ンジややる気をおこし，変わって，より成長し，
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生きるってたのしいと思えるんだと思った。自

分も，すぐにあきらめてしまうが，何でもやれ

ないことはないし，これから関わる子どもや人

に対しても，その人の気持ちによりそいながら，

生きるってすばらしいということを大事にして

いきたい。

参加者 16

　写真を見て，自分の中で固定化している部分

があった…。障がいがある方でも出来ること，

得意なことを自分ができるやり方で行っている

（生きている）。子どもたちも，ここまでしかで

きないだろう…と自分のものさしで考えて決め

つけるのではなく，挑戦する姿，子どもたちの

達成できるところまで，しっかり見守っていき

たいと改めて思った。（すぐ手を出すのではな

く，見守り，できた時に一緒に喜んでいくこと

が大切。）

参加者 17

　ハンディがあっても，他の人と変わらず生き

ていることの喜びを感じることができるのは本

人の強さと，周りの関わりがとても大切になっ

てくると思いました。あきらめることは簡単で，

子どもたちに対してもただ一緒にいることは簡

単だけれど，1 人 1 人と深く関わっていける保

育者でありたいなと思いました。

参加者 18

　私はどこか心のすみで，障害をもつことへの

こわさとか，少しでもかわいそうだとか思う気

持ちがあったんじゃないだろうか…。自分の心

がはずかしいと思ったし，メッセージをもらっ

て，自分の中の障害をもった方への接し方，と

まどいなどがふっしょくされました。自分が関

わることで，その子の生き方に少しでも力にな

れるような，そんな一日一日を大切にする保育

士・人間でありたいと思いました。

参加者 19

　どこか，自分自身で限界を決めていたり，子

どもにも転ばぬ先のつえのような感じであまり

苦労しない道を選んであげてしまうところがあ

り，考えさせられました。沢山の経験は大切だ

ということや，頑張ろうと前向きにあきらめな

い心をもつことが生きていく中で重要なことな

んだと思いました。

「視点変更及び視野の拡大」と「保育に対する意
識変容」を同時に達成している例
参加者 20

　子どもと関わる上で「関わる人によってその

人が変わる」という言葉は，忘れないようにし

なければならないなと感じました。生まれた頃

から障害があり「だからできない」と決めつけ

ることは，周りができないようにさせてしまっ

ているのかもしれないということに気づくこと

ができました。自分の中のものさしを知って，

人に関わる時に，振り返ることができるといい

なと感じました。

　自分の決めつけが周りにも及んで，周りまでそ

の子をできないようにしてしまっている。障害が

あるからできないという弊害をもたらしている。

だからこそ「視野」を広げて人に関わっていくこ

とが大切だと参加者 20 はうったえている。「視

点変更及び視野の拡大」と「保育に対する意識変

容」を同時に達成している典型例である。「視点

変更及び視野の拡大」と「保育に対する意識変

容」について記載している他の例も以下に載せて

おく。

参加者 21

　この子はこういうところがあるからこうした

方がいいのではと保育の中で思ってしまうこと

があるので，そこにとらわれず違う関わり方も

していきたいなと思った。固定（既成）概念に

とらわれていない子どもたちと関わって沢山の

刺激を受けていきたい。
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参加者 22

　自分の先入観やものさしで，人の行動や性格，

生き方を，判断していたことに気づき，自分の

中での価値観や，人に対する考え方が，また大

きく変わりました。自分の家族や園の子ども，

関わっていくすべての人たちに，この人はこう

だから…と決めつけず，その人の個性や可能性

を考え，関わっていくことが大切だと思いまし

た。そして，自分にも可能性があるので，これ

からもいろいろなことを学びながら，成長して

いけたらと思いました。

参加者 23

　自分の中の価値観だけで，物事を判断するこ

とが多いので，もっと広い視野をもって考えた

り，行動ができるようになりたいと思った。そ

の視野を広げたら，いろいろな可能性が見えて

くることも分かった。復職するにあたり，不安

なことも多いが，子どもたち一人ひとりをしっ

かりと見て，楽しく生活していこうと思った。

参加者 24

　1 枚の写真から，連想することが，予想外の

結果になり，正直おどろいた。同時に，自分の

中で，これはこうであるべきや，こうじゃない

と，といった判断のものさしがあるのだろうと

気づかされた。子どもたちにとっても，今関わっ

ている大人たちで未来をつくっていくのだろう

と思い，自分のものさしで判断していないか考

え，見つめなおしながら生活していきたい。

参加者 25

　障害者施設であるという考えが全くなかった

ということは，「どんな人物像？」という中に，

私のものさしには障害者が入っていなかったん

だと気づいた。「できるよ」という気持ちであ

たたかく子どもたちを見守り成長の手伝いをし

ていきたいと思った。

参加者 26

　「同じ人間として生きる喜びは同じ」という

言葉が印象的だった。一人ひとりが違うこと，

違っていてあたり前だということ，生きる喜び

を感じられるように，自分も（他の人も）なり

たいと思うし，それに気づいていき，忘れない

ようにしたい。自分のものさしにも気づけたの

で，子どもと関わる中でも忘れないようにした

い。

参加者 27

　最初から自分の見方だけで決めつけたりして

いたので，もっと考え方を広くもって子どもた

ちであっても大切な 1 人の人間として接してい

きたいですし，ハンディーがあってもなくても，

生きているだけで幸せなんだなと思いました。

自分の中のものさしは，いつでも自覚しながら，

人と接していきたいです。

到達目標以外の気づき（主として自分の生き方に
関する気づき）
参加者 28

　生きていくことに，健康とか，障害とか関係

なく本人がしっかり「生きる」と求めると生き

ていくことができるのだと思う。誰であっても

平たんばかりでいられる訳はないので，進んだ

り，止まったり，下がったり，沈んだり，飛ん

だりしながら自分を信じる強さを身につけてい

けたら良いなと思う。人と関わることのむずか

しさを常に感じている。

　参加者 28 が記述していることは，本研修で到

達目標として掲げた内容のどれにもあてはまらな

い。しかし参加者 28 が主張しているのは「生き

る力」を身につけていくことの重要性である。こ

れはすべての目標に優先して設定されるべき目標

である。今回の研修において参加者 28 は，生き

ていくことに対するポジティブな感覚を再確認で

きており，研修の意義はあったものと思われる。

　以下に，それぞれの解説は省略するが，他の参

加者の記述を紹介しておく。これらもすべて研修
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の到達目標に関連した表現はなされていないが，

自分の生き方をふりかえったり生きる力に言及し

たりするものばかりである。

参加者 29

　今ある日常があたり前であると思ってしまう

ところがあり，日々を大切にできていない部分

がある。ビデオレターを見て，どんな状況でも

生きていることが喜びであるとおっしゃってい

て，私も日々に感謝をして毎日幸せだと思える

ように生きたいと思った。

参加者 30

　映像を見させていただき，ハンディーがあり

ながらでも一生懸命に一日一日を大事に生きて

あるんだなあと感じました。明るく笑顔で話し

てあり「同じ人間として生きています !!」「ぼ

くは大丈夫」と発されて，私自身に勇気と元気

の力を頂きました。これからも今を大切に生き

ていこうと思いました。

参加者 31

　障がいがあるかた…と何もしなかったり諦め

たりするのではなくて同じ 1 人の人間として共

に生きていこうとする気持ちが大切。（自分が

ハンディーをもっていたとしたら，1 人の人間

として接してもらいたいし，いろいろなことを

教えてほしいと思うから。）

参加者 32

　命はみんな同じ。他の人と比べることなく，

ひとつの命，みんなの命を大事にしていこうと

思う。「えらばず。みすてず，きらわず」崇先

生が言ってある言葉を忘れずに…

参加者 33

　｢同じ人間｣ 本当にそうだと思う。家族のさ

さえ，まわりの人たちの関わりでその人の生活，

生き方が変わっていくのではないかと思った。

私もそのような生き方ができれば良いなと思い

ます。

参加者 34

　命を宿し，産まれてくることがあたりまえ，

生きていることがあたりまえ，で，ちょっとし

たことにいらだったりしている自分の小ささを

痛感した。自分のこと娘のこと家族のことを思

うと，涙がとまらないほどのふりかえり。これ

でいいのかな？今も，そしてこれからも…

参加者 35

　生きることの喜びを見出していることのすば

らしさ，今おかれている自分の状況・環境をあ

たり前だと思わずに，日々を大切にして過ごし

ていきたいと思った。

参加者 36

　ハンディがあることで，生きるためにどう

やっていこう，これから何をしようかなど，ハ

ンディのない私たちよりも考える機会が多い

からか，“ 生きる力 ” がとても強いなと思った。

また，命を大切にして過ごしてあることが伝

わってきた。

研修の到達目標 3 つすべて達成している
参加者 37

　自分には，ものさしがあると聞いて，「そう

だな」と思った。その，ものさしだけで，はかっ

てしまうと見えないものもあるんだ１と思い，

ものさしを伸ばしていくために，他者の意見を

聞くこと等が大事２なのかなあと思った。また，

その子が伸びるためにも，関わりが重要になっ

てくる３とわかったので，他者と協力し合って

いき，伸ばしていけたらなと思った。４
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　参加者 37 の記述には，視野を広げること（下

線部 1），協同学習の重要さ（下線部 2 と 4），保

育意識の変容（下線部 3）のように，今回の研修

目標がすべてあげられている。

　以上に恣意的引用を防ぐために参加者全員の記

述を紹介してきた。参加者全員が今回の研修目標

を達成したりあるいは自らの生き方に対する指針

を得たりしていた。今回開発したプログラムは保

育に携わる職員全体が参加して行う保育カリキュ

ラム・マネジメント推進のためのプログラムレ

パートリーに加え得るものである。全員参加では

あるが保育職員の多様性も認め，かつ乳幼児の多

様性に対応できる人材育成にも貢献できる。この

ようなプログラムをさらに開発していきたい。

文　献
赤木公子　2019　「カリキュラム・マネジメント

と保育の評価」　田中亨胤・三宅茂夫編　『教

育・保育カリキュラム論』　みらい　pp.116-

133

天野秀紀・石田ゆき・鹿内信善　2018　「聴覚特

別支援学校で言語活動を充実させるための看

図アプローチ」　『日本協同教育学会第 15 回大

会要旨集録』　pp.124-125

福永優子・高原和子・鹿内信善　2018　「動物園

を教育支援とした保育園における『看図アプ

ローチ』実践」　『日本協同教育学会第 15 回大

会要旨集録』　pp.46-47

教育課程部会幼児教育部会　2016　「幼児教育部

会における審議の取りまとめについて（報

告 ）」https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/

chukyo/chukyo3/057/sonota/__icsFiles

/afieldfile/2016/09/12/1377007_01_4.pdf

（2020.6.9 アクセス）

厚生労働省編　2018　『保育所保育指針解説』　

　フレーベル館

文部科学省　2018　『幼稚園教育要領解説』　フ

　レーベル館

内閣府・文部科学省・厚生労働省　2018　『幼保

連携型認定こども園教育・保育要領解説』　フ

レーベル館

鹿内信善　2007　『｢創造的読み｣ の支援方法に

　関する研究』　風間書房

鹿内信善　2015　『改訂増補 協同学習ツールの

つくり方いかし方 看図アプローチで育てる学

びの力』 ナカニシヤ出版

鹿内信善・渡辺聡・計良志織・石田ゆき　2016　

「看図アプローチ協同学習で克服する和食給食

食べ残し－授業モデルの提案－」　『福岡女学

院大学紀要人間関係学部編』 第 17 号 pp.7-13

田中亨胤　2019　「プロローグ　カリキュラムを

考える」　田中亨胤・三宅茂夫編　『教育・保

育カリキュラム論』　みらい　pp.14-20

上村晶　2017　「幼児教育・保育現場におけるカ

リキュラムデザインに関する一考察－保育の

グランドデザインの編成プロセスにおける構

造と現実的課題－」　『桜花学園大学保育学部

研究紀要』　第 15 号　pp.23-42

山下雅佳実　2020　「『看図アプローチ語りカ

フェ』プログラムに関する探索的研究－保育

所における園内研修としての有用性－」　『保

育文化研究』　第 10 号　pp.75-88

柳田多聞　2018　「看図アプローチの『ものこ

と原理』を応用した『紙芝居の下読み』の提案」　

『長崎県立大学国際社会学部研究紀要』　第 3

号　pp.101-110

柳田多聞　2019　「看図アプローチを応用した紙

芝居の下読みの実践事例にみるファシリテー

ターの役割」　『長崎県立大学国際社会学部研

究紀要』　第 4 号　pp.88-99

注 1　本研究の一部に科学研究費 19K10791 を

あてた。

※全国看図アプローチ研究会は営利活動を行って

いません。開発したプログラムやビジュアル

テキストは無償提供しています。本研究誌掲

載のプログラム実施希望の方はホームページ

問い合わせフォームからお問い合わせくださ
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い。交通費等のみで出張研修致します。遠隔

研修の場合はとくに費用はかかりません。

　　　　　　　　　　　 2020 年 6 月 20 日受付

2020 年 6 月 24 日受理



編集後記

　研究誌 3 号ができあがりました。

　今回も「現場に届ける」という，私たちのモットーが体現された研究誌になりました。看図ア

プローチは汎用性の高い授業づくりの方法です。今号に掲載された論文も，皆様の現場に届き，

様々にアレンジされて広がっていくことを期待しています。

　新型コロナの影響で，毎年 2 回は開催していた全国研究会も開けずにいます。こういう時だ

からこそ，本研究誌や全国看図アプローチ研究会ホームページを活用して，たくさんの実践アイ

デアや研究情報を発信していきたいと思っています。もうすでに，次の 4 号の編集作業も始まっ

ています。皆様も，是非，ご自身の実践や研究の論文をお寄せください。本研究誌編集委員会で

は，論文を書きなれていない方が論文をまとめていくためのサポートも行っています。これから

論文をまとめてみたい方も気軽にお問い合わせください。

　皆様のお力も借りて，欧米のマネではない「看図アプローチ」というオリジナルな方法をさら

に発展させていきたいと思っています。どうぞよろしくお願い致します。

文責　鹿内信善
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